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午前10時00分開議 

○議長 横尾 武志君   

 おはようございます。ただいま出席議員は１３名で、会議は成立いたします。 

 それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 お諮りします。日程第１、議案第５０号から日程第２１、発議第７号までの各議案については、

それぞれの委員会に審査を付託しておりましたので、これを一括して議題とし、それぞれの審査

結果の報告を求めたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 それぞれの委員長から審査結果報告書及び閉会中の継続調査申出書が提出されておりますので、

書記にこれを朗読させ、報告にかえます。 

 書記に朗読を命じます。書記。 

〔朗 読〕 

……………………………………………………………………………… 

 報告第１４号 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

総務財政常任委員会委員長 辻本 一夫 

総務財政常任委員会審査結果報告書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規

定により報告します。 

記 

 議案第５２号 芦屋町証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

原案可決 

 議案第５３号 平成２４年度芦屋町一般会計補正予算（第３号）について、原案可決 

 議案第５７号 平成２４年度芦屋町モーターボート競走事業会計補正予算（第２号）について、

原案可決 

 議案第５９号 平成２４年度芦屋町公共下水道事業会計補正予算（第２号）について、原案可

決 
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 議案第６０号 福岡県市町村災害共済基金組合規約の変更について、原案可決 

 議案第６１号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散について、原案可決 

 議案第６２号 福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴う財産処分について、原案可決 

 議案第６５号 新たに生じた土地の確認について、原案可決 

 議案第６６号 字の区域の変更について、原案可決 

……………………………………………………………………………… 

 報告第１５号 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

民生文教常任委員会委員長 小田 武人 

民生文教常任委員会審査結果報告書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規

定により報告します。 

記 

 議案第５０号 芦屋町人・農地プラン検討委員会設置条例の制定について、原案可決 

 議案第５１号 芦屋町病院事業の設置等に関する条例及び芦屋町国民健康保険条例の一部を改

正する条例の制定について、原案可決 

 議案第５３号 平成２４年度芦屋町一般会計補正予算（第３号）について、原案可決 

 議案第５４号 平成２４年度芦屋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、原案

可決 

 議案第５５号 平成２４年度芦屋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、原

案可決 

 議案第５６号 平成２４年度芦屋町給食センター特別会計補正予算（第２号）について、原案

可決 

 議案第５８号 平成２４年度芦屋町病院事業会計補正予算（第１号）について、原案可決 

 議案第６３号 遠賀・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び遠賀・中間地

域広域行政事務組合規約の変更について、原案可決 

 議案第６４号 遠賀・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分に

ついて、原案可決 

 議案第６７号 指定管理者の指定について、原案可決 

 承認第４号 専決処分事項の承認について、承認 
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 意 見 

 議案第５８号について 

 町立芦屋中央病院新病院基本計画策定にあたっては、所管委員会と十分協議のうえ策定される

よう意見を付す。 

……………………………………………………………………………… 

 報告第１６号 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

議会運営委員会委員長 益田 美恵子 

議会運営委員会審査結果報告書 

 本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規

定により報告します。 

記 

 発議第６号 芦屋町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について、原案可決 

 発議第７号 芦屋町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について、原案可決 

……………………………………………………………………………… 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

総務財政常任委員会委員長 辻本 一夫 

閉会中の継続調査申出書 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したの

で、会議規則第７５条の規定により申し出ます。 

記 

 事 件 

 「企画調整に関する件」、「町財政に関する件」、「消防及び災害防止等に関する件」、「税

制に関する件」、「建築及び土木に関する件」、「河川に関する件」、「道路整備に関する件」、

「芦屋橋に関する件」、「国道４９５号線に関する件」、「芦屋港湾に関する件」、「上下水道

に関する件」、「競艇に関する件」及び「各種施策の見直しに関する件」 

 理 由 

 調査不十分のため 

……………………………………………………………………………… 
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平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

民生文教常任委員会委員長 小田 武人 

閉会中の継続調査申出書 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したの

で、会議規則第７５条の規定により申し出ます。 

記 

 事 件 

 「戸籍等各種届出及び申請事務に関する件」、「保健、健康及び国民健康保険に関する件」、

「福祉政策及び介護保険に関する件」、「環境政策に関する件」、「公営住宅に関する件」、

「農業、漁業及び商工振興に関する件」、「観光振興に関する件」、「地域振興に関する件」、

「医療及び医療行政に関する件」、「教育振興に関する件」及び「各種施策の見直しに関する

件」 

 理 由 

 調査不十分のため 

……………………………………………………………………………… 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

議会運営委員会委員長 益田 美恵子 

閉会中の継続調査申出書 

 本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続調査を要するものと決定したの

で、会議規則第７５条の規定により申し出ます。 

記 

 事 件 

 「議会運営に関する件」、「議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する件」及び「議長

の諮問に関する件」 

 理 由 

 調査不十分のため 

……………………………………………………………………………… 

○議長 横尾 武志君   

 以上で朗読は終わりました。 

 ただいまから、それぞれの審査結果等の報告について質疑を行います。 
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 まず、総務財政常任委員長に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、総務財政常任委員長に対する質疑を打ち切ります。 

 次に、民生文教常任委員長に対する質疑を許します。妹川議員。 

○議員 ４番 妹川 征男君   

 ４番、妹川です。議案５３号の一般会計補正予算において、夏井ケ浜公園の階段があるわけで

すけど、その予算が計上されています。これは階段をおりる際の防護柵、手すりと思いますけれ

ど、これについて、手すりをつけることによって、いその海岸ですけど、あそこに階段をおりて

散策するということを奨励するような形になるわけです。そういう中にあって、もう階段をつく

ってしまっていますから、手すりをつけざるを得ないんでしょう。でも、そういう奨励をするよ

うな形になると、もし足腰の悪い人や、それから雨の後のスリップ等で必ずや誰か人身事故を起

こすことがあると思います。そういうことについて、文教委員会の中で、こういう責任の問題、

階段による遊歩道でしょうから、そういう責任を問われかねないこともあり得ると思います。こ

の件について審議をなされたかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長 横尾 武志君   

 民生文教常任委員長。 

○民生文教常任委員長 小田 武人君   

 議案第５３号についての委員長質疑ということでございますので、審査の経過と結果について

説明いたします。 

 議案第５３号につきましては、２４年度芦屋町一般会計補正予算（第３号）ということでござ

いますが、これにつきましては所管が地域づくり課ということで、１２月１１日の１０時からの

民生文教常任委員会において慎重に審査をいたしました。その結果、委員全て満場一致で、これ

が可決されたということでございます。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 よろしいですか。 

○議員 ４番 妹川 征男君   

 はい。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、民生文教常任委員長に対する質疑を打ち切ります。 

 次に、議会運営委員長に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議会運営委員長に対する質疑を打ち切ります。 

 以上で質疑を終わります。 

 ただいまから討論を行います。 

 日程第１、議案第５０号から日程第２１、発議第７号までの各議案について、順不同により討

論を許します。川上議員。 

○議員 １０番 川上 誠一君   

 議案第６３号、６４号に対する反対討論を行います。 

 この議案につきましては、初日の質疑の中で、民間に移譲することの問題点を明らかにしまし

たので繰り返しはしませんが、静光園を民間に移譲することは、自治体の責務である住民の使命

と健康を守っていくことを投げ捨て、公的責任を放棄するものです。こういった流れには当然賛

成することはできませんので、以上のことから、議案第６３号、６４号に対する反対を表明いた

します。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございますか。妹川議員。 

○議員 ４番 妹川 征男君   

 ４番、妹川です。議案５３号の芦屋町一般会計補正予算について、それと議案６５号、議案

６６号について反対討論を、そして議案第５８号については賛成討論を行います。 

 まず、先ほどの手すりのことですけども、この２５２万円が補正案に計上されていますけど、

私は９月議会において、決算報告でした、認定の中で、あの夏井ケ浜の公園の公共工事は、自然

環境と歴史文化の中において、最たる無駄な公共工事であると。ああいう歴史文化や、そういう

財産、歴史遺産の包蔵地と言われているところや、はまゆう群生地が連なる中で、環境立地の場

所ではありますけれど、ああいう響愛の鐘と称して、ああいうふうな形で殺風景なというか、殺

伐とした、ああいう広大なものをつくり上げていったこと。約３,０００万円のお金を過疎債と

か、私は、ああいうような過疎債についても、単なる公共工事だけではなくて、生活に密着した

ような、例えばタウンバスの予算とか、それから今問題になってます高校生の通学路の通学補償

のお金とか、そういうものに使うべきであって、こういう環境破壊をするようなはまゆう公園を

非常にもう情けなく思っています。それをあえて、落下すれば人身事故ないしは死を至らしめる
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ような高いところから階段をつくったことによって、階段をつくれば手すりをつくっていかなけ

ればならなくなると、そういう２５２万円でしたか。私は、あそこに簡単な柵をつくって、進入

禁止というような文言で立て看板を、ちっちゃな立て看板でいいですから、それをつくれば、わ

ずか５万、１０万円で済むことなんです。私もああいうような場所に趣味で行くことがあります

けれど、あんなに高いところに階段がついているようなところはありません。だから、やっぱり

ここでそれはやめて、柵をつくって進入禁止。そういうような形をとらないと、先ほど質問しま

したけれど、どうぞ散策道路で危険な場所ですけれどと誘導するようなものです。これは、いず

れは町の責任が問われるときが来るだろうと思います。そういう意味で、それについて反対いた

します。 

 そして次は、第６５号新たに生じた土地の確認について、反対の立場から。芦屋町の港湾を昭

和６０年に完成して、もう２８年ぐらいになりますが、あの港湾には９３億。そして、なみかけ

大橋、三十数億。そして、もろもろの離岸堤やリーフ潜堤護岸、そういうものを合わせますと

１５０億円です。そして、片やその芦屋港湾の積み荷というのは、２,０００トン級の船が入る、

商工が入ってくると。そして、それに運び出されるのは筑豊地区のそういう物資を運び出すとい

うことであったでしょうけど、名目は。ところが、今、運び込まれてるのは砂、砂の置き場所、

搬入、搬出のために置かれているようなもので、いずれは、これは、今、玄界灘においては、砂

を削減しようという県の指導もありますし、そういう中において、漁師の皆さん方も砂をとるこ

とによって、自分たちの畑を環境破壊をする、いわゆるタコの足を食い尽くしながら生活をされ

ている、そういう漁協組合の財政上の問題もありましょうけれど、いずれは砂をとることを検証

していくことになれば、あの港そのものが何も意味を来すことになっていくだろうと思うんです。

そういうことで３０年近く、あの港湾は何であったのかということを疑問に思ってます。そのた

めに、あの港湾を守るために、防砂堤、約３億６,０００万円の公共工事が行われ、町も、それ

に伴い８％を負担してきたと。そういう中にあって堆積を、一方では岡垣の海岸では侵食をされ、

そして芦屋町の海岸の左には堆積していると。私は、３年前のあの福岡県の港湾課と交渉したと

きに、マツキ課長というのがいらっしゃいましたが、そのマツキ課長は、芦屋町の財産が、土地

がふえるからいいではないかと、そういうふうにおっしゃいました。私は、じゃあ、岡垣の海岸

は土地が減少してるではないかと。そのことについて追及をしました。結局は、３年前の土地が

ふえた、財産であるということで登記簿謄本に登記をすると、土地として。これは、結局は松を

３万８,０００本を植えるためには、海岸線には植えられない、土地にして初めて植えられると

いうようなことが最大の前提条件だと思います。では、じゃあ、今４００本の試験試行として、

今年の２月１１日に植えられた松が３年後どうなるのかと。４年後、５年後どうなるのかといっ

たときに、まだまだ。町長に対して、都市計画法に基づく土地として認定の要請があったと思い
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ます。昨年の１０月２９日、３０日には、町長は、まだ砂の除去のことについて、その後の背後

地の問題とか、そういうものが解決していないので、これはまだ時期尚早であるというようなこ

とを、また意見書を知事のほうに出されると思います。その１年間の間にどういう変化があった

んだろうかと思うんですが、県のほうから要請があって、土地として認定するためには芦屋町の

議会に諮らなくてはならないということでしょうけれど。まだ２年後、３年後でいいのではない

か、というのが、常々私は言ってますように、松は枯れると。今、全国的にも、また福岡県でも、

この芦屋町でも、毎年のように１,０００本、２,０００本、そういう松が枯れていってるわけで

す。そういう意味において、海岸線であればあるほど、３年間ぐらいは何とか成長したとしても、

５年、６年後には枯れていくでしょう。にもかかわらず、３万８,０００本を植えるために、そ

れを土地として認定しようとすることについては、これは芦屋町の海岸ではありません。もうあ

そこは海岸線じゃないんです。土地です。そして、その海岸認定された土地の１００メーター、

七、八十メーターぐらいでしょうか、砂浜がありますが、あそこが海岸線であると。私は、そう

いう広大化した海岸線ではありましょうけれど、少しも汀線から、汀線を削除していく、掘削し

て取っていくという作業をこの土地にしたことによって、それができなくなる。そういうふうに

思いますし、たとえ松を植えたとしても、飛砂対策には全くならないというふうに思います。そ

ういうふうに、また地元の漁師の皆さんですら言ってる方もおられるんです。そういう意味で、

時期尚早であり、この字図として土地の確認については絶対反対していきたいと思います。反対

します。 

 それから、賛成討論として、議案第５８号芦屋町病院会計補正予算について、９４５万円が計

上されています。私は一般質問でも話をしました。やはり町民の理解がないと、町政の主人公は

町民なんです。でありながら、このあしや広報に、また私たち議会人に対しても、基本設計を、

建てかえ、そして山鹿の総合体育館の裏に建てかえるということの方針を決定したということが

出されました。そして、わずか数日の間に広報が出て、数日の間に３カ所、説明会がありました。

基本計画の方針を決定したということによって、議会も賛同した。調査特別委員会でもって報告

をしたことが、執行部の資料の中にも、そういうような報告に対して、反論なり、検討なり、そ

ういうような会合すらない。そういう意見交換の場もない。そういう中において、あしや広報に

も出ておりました。私は、実際に病院に、民生文教委員会、総務財政委員会合同で病院を視察し

まして、屋根の裏、天井の裏とか、そういうところを見て、非常に傷んでるなということはよく

わかります。だからこそ、病院を初め、執行部の皆さん方は、病院の建てかえという意気込みは

よくわかります。私もそういうふうなことを感じました。であるならば、そういうことについて

町民の皆様に十分に、財政上の問題、そして病院の先生の問題、そして、そういう交通形態の問

題、そういうのをクリアする中で、病院の建てかえは必要なんだというようなことをなぜ説明を
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しないのか。ただ、基本計画の方針を決定したと。もう決定したのではないかと。もう話し合い

に、会合に行って、意見を述べる機会はないではないかというような不満の声がある中で、町長

の行政報告の中でも七十数名の参加者であったと、３カ所で。私の調べた限りでは、四十数名の

人が病院関係の方です。３０名弱ぐらいの方々が一般町民の方。それに対して、副町長は、

９２.５％の方々が病院があったほうがいいというような意向でありながら、なぜこんなに少な

かったのか、分析はしておりませんということでした。私は、そのこと自体が本当に町民に対し

て、この病院は町民のための病院です。皆さん方の少子高齢化の中にあって、本当に必要なんで

すという熱意が見られない。そして、わずか１時間です。小野課長さんが司会進行をされました

が、まず１時間です。３０分間が説明して、３０分間が皆さん方の意見でございますと。山鹿地

区においては、７時から始まって８時４０分ぐらいまでありましたから、１時間４０分ぐらいだ

と思います。そういう中にあって、先に病院建てかえありき、先に病院、山鹿の裏に建てかえる

という方針が決まっている中で、ただ住民説明会をしたという、そういうものだけを求めている

ような気がしてなりませんでした。 

 私は、この１週間、この病院について賛成すべきか、反対すべきが悩みました。この９４５万

円の予算を、病院を建てかえることについて補正予算に反対すべきか、賛成すべきか、本当に悩

みました。私は、病院を建てかえることについて、現地調査をしたときに、本当に必要だなとい

う気持ちはやっぱりあるんです。でも、やり方が、進め方が、本当に行政主導型であり、そうい

う何が何でもやろうというお気持ちがありありと見えるわけです。何でですか。住民説明会を

１時間ですという問題からして、それで今９２.５％の参加者の分析すらされていない。そうい

うことにある中で、この民生文教委員会の中で、附帯意見として、所管委員会と十分協議の上、

策定されるよう意見を付すということですから、私たちは特別調査委員会の中で、特別調査委員

会というものを策定して、９回でしたか、２時間、わずか１カ月、２カ月ぐらいありましたでし

ょうか、その間に９回も論議いたしました。ぜひこういう基本方針の策定案ができ上がれば十分

に、文教委員会だけではなくて、特別委員会等を策定していただいて、そして、そういう案がで

き上がりましたら、もう一度、住民説明会。単なる３カ所ではなくて、各区で、皆さん方に、町

民の皆様方に説明会をやられ、そして説明会ではなくて提案型、提案型であって、こういうよう

なことを考えておりますが、皆さんのご意見はいかがでしょうかというような提案型でもって意

見を吸収し、町民の声を吸い上げながら、それでもなおかつ町長以下、皆さん方は、これをやり

たいんだということであれば、そういう熱意を示してほしい。そして、多くの患者さんが、町民

の皆さんが中央病院の新しい病院の患者さんとして診療されるような形での、診療科目の問題や

財政上の問題、そういうものを少しでも理解をしていただくような努力をしていただきたい。そ

ういうことを私は念じて、私はこれについて賛成討論とするところです。 
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 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。川上議員。 

○議員 １０番 川上 誠一君   

 議案第６５号、６６号について…… 

○議長 横尾 武志君   

 川上議員、すみません。２回目の、討論になるので。 

○議員 １０番 川上 誠一君   

 反対討論できないですか。 

○議長 横尾 武志君   

 １人、１回でしたもので、すみません。 

 ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、以上で討論を終わります。 

 ただいまから採決を行います。 

 お諮りします。まず、日程第１、議案第５０号について、委員長報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５０号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第２、議案第５１号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５１号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第３、議案第５２号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５２号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第４、議案第５３号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方
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の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第５３号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第５、議案第５４号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５４号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第６、議案第５５号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第５５号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第７、議案第５６号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５６号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第８、議案第５７号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５７号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第９、議案第５８号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５８号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１０、議案第５９号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 
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○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第５９号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１１、議案第６０号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第６０号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１２、議案第６１号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第６１号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１３、議案第６２号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第６２号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１４、議案第６３号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第６３号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１５、議案第６４号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第６４号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１６、議案第６５号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第６５号は、原案を可決することに決定いたしました。 
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 次に、日程第１７、議案第６６号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。よって、議案第６６号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１８、議案第６７号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の

方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第６７号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第１９、承認第４号について、委員長報告のとおり承認することに賛成の方の挙手

をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、承認第４号は、原案を承認することに決定いたしました。 

 次に、日程第２０、発議第６号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、発議第６号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第２１、発議第７号について、委員長報告のとおり原案を可決することに賛成の方

の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、発議第７号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、それぞれの常任委員長及び議会運営委員長から閉会中の調査について、それぞれ再付託

の申し出がなされております。つきましては、これを申し出のとおり再付託することといたした

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 以上で採決は終わります。 
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────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 次に、新たな議案が提出されております。 

 お諮りします。日程第２２、同意第４号から日程第２４、発議第８号までの各議案については、

この際一括議題として上程し、書記に議案の朗読をさせた上、町長に提案理由の説明を求めた後、

発議の提出議員に趣旨説明を求めたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 書記に議案の朗読を命じます。書記。 

〔朗 読〕 

○議長 横尾 武志君   

 以上で朗読は終わりました。 

 町長に提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 皆さん、おはようございます。議員各位におかれましては、連日のご審議、大変ご苦労さまで

ございます。 

 早速でございますが、本日追加提案いたしております議案につきまして、提案理由をご説明申

し上げます。 

 同意第４号の芦屋町教育委員会委員の選任同意につきましては、芦屋町教育委員会委員の安髙

吉明氏の任期が平成２５年１月２９日をもって任期満了となりますので、再度同氏を選任したく、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の規定に

より、本町議会の同意を求めるものです。 

 議案第６８号の緑ケ丘保育所外部改修工事の請負契約の締結につきましては、議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第２０号）第２条の規定に基

づく契約議案でございまして、緑ケ丘保育所外部改修工事について請負契約を締結するものでご

ざいます。 

 以上、簡単でありますが、提案理由のご説明を終わります。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 次に、９番、今井議員に発議第８号の趣旨説明を求めます。今井議員。 

○議員 ９番 今井 保利君   
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 おはようございます。お手元の資料の１１ページ、最後から１ページ目、１１ページにありま

す発議第８号についての趣旨説明を行いたいと思います。 

 この発議につきましては、新地方公会計制度に基づく財務書類の作成及び公表を求める決議に

ついてでございます。なお、本来でありましたら議会初日に出すところですけども、私的な理由

によりまして追加議案になりましたことを、お手数おかけしますことをまずおわび申し上げます。 

 提出者、今井。賛成者、刀根でございます。 

 次の１２ページ、１枚裏でございますけども、これは決議の内容ですから、これをまず読み上

げたいと思います。 

 新地方公会計制度に基づく財務書類の作成及び公表を求める決議（案）。 

 現行の公会計制度は、予算の執行や現金収支の把握に適したものとなっているが、その反面、

これまでに資産がどの程度形成されていて、その財源の内訳がどのようになっているのかについ

ての情報（ストック情報）が不十分であると指摘されている。また、現金主義に基づく公会計制

度においては、現金支出以外に発生している行政コスト（減価償却費など）を把握することがで

きない。 

 そこで、現在、総務省では各地方公共団体に対して、発生主義の活用及び複式簿記の考え方

（企業会計的手法）を導入し、地方公共団体単体及び関係する団体の決算を連結した財務書類

４表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書）を整備し、公表す

るように指導を行っている。 

 よって、芦屋町においても、早急に新地方公会計制度を導入し、住民に公表するよう決議する。 

 この内容で決議を求めたいと思います。 

 同時に、お手元に２枚の資料を私のほうで作成しております。ここのポイントだけを読み上げ

て、私の趣旨説明を終わりたいと思います。 

 まず、２枚物あると思いますけど、２枚物、まず一番最初に、今決議にあった内容を新地方公

会計制度導入の背景というところで述べております。では、その中段になります。この地方公会

計制度整備の目的は何か。これは、財務書類の整備の目的としては、次の２点にまとめられます

ということで、これ以外にもいろんな目的があると思うんですが、私のほうとしては、一つは、

説明責任の履行。地方公共団体は、住民や議会に対して説明責任を有していますが、財務書類を

作成し、わかりやすく公表することによって、財政の透明性を高め、その責任をより適切に果た

すことができるという。あと、もう一つの重要な点は、財政の効率化、適正化です。財務書類か

ら得られる情報から資産の状況や行政コストの状況等を整理し、分析することによって、有効に

活用することができ、財政運営に関するマネジメント力を高め、財政の効率化、適正化を図るこ

とができます。この２点が大きな目的だと思います。 
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 なお、一番下に、芦屋町の取り組みについては、総務省のほうでは総務省方式改訂モデルと基

準モデル、２つになっておりますけども、次のページをあけていただいたらわかりますけども、

私としては、次のページの上の４段目のほうになりますけども、以上のことから考えますと、当

町では総務省方式改訂モデルに基づいて財務書類の４表を作成することがベストと判断しました。

これはいろんな事情があるでしょうから、このモデルでなくても基準書のほうでやるということ

でも、いずれにしてもこの書類４表ができるということですから、ぜひやっていただきたい。 

 その４表の書類はどういうことかということを、その下に書いてあります。財務書類４表とは、

まず貸借対照表、ここはもう読み上げません。内容を見ていただけたら、いわゆる民間の中で言

われるバランスシートと言われるものです。２番目、行政コスト計算書、これについては現金で

ないところのコストについてもきちんと明確になってくるということがポイントです。３番目は、

純資産変動計算書、これは、どのような原因で財源が変動してるかということが、ここの３つめ

の書類で明確になってくる。最後に、資金の収支計算書、これは、いろんな活動、投資だとか財

務的な活動をしていくわけですけども、その中において資金がどれだけ今後必要なのかというの

が明確になってきます。 

 最後の２行に、一応、総務省としては連結まで求めてるわけですけども、私なりに、ここ半年

かかって連結やってみました。芦屋町の。個人的に。そうしますと、芦屋町の場合は、いかんせ

んボートの事業の会計の大きさと病院会計、そのほか国民宿舎特別会計がありますので、これを

連結で見ていくというのは、一般会計の大きさに比して、ちょっとアンバランスになるのではな

いかなというふうに個人的に考えてます。ですから、連結ベースでの範囲は広がり過ぎて、むし

ろ今やっている特別会計では、もうやって始めておりますので、一般会計だけは始めて、徐々に

連結は始めるべきではないかというふうに、これは個人的な判断ですけども、思っておりますの

で、皆さん方のほうの付託される委員会で、ぜひご検討をしていただいて、今後の芦屋町の財政

の透明化を図るためにも決議をしたいと思っております。 

 なお、総務省の指導で、既に遠賀４町の中でも、もうスタートしてるところもありますので、

芦屋町の財政規模的にも特別会計は非常に大きいので、ぜひ決議をして一層透明化を図る。資金

の運用を計画性を持ってやるということを決議したいと思いますので、よろしくご審議のほどを

お願いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で、今井議員の趣旨説明は終わりました。 

 お諮りします。日程第２２、同意第４号については、人事案件でございますので、この際、質

疑、討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 お諮りします。日程第２２、同意第４号について、同意することに賛成の方の挙手をお願いし

ます。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 賛成多数であります。（「満場一致です」と呼ぶ者あり）満場一致ですか、早く挙げてくださ

い、手を。満場一致であります。よって、同意第４号は、同意することに決定いたしました。 

 以上で、採決を終わります。 

 ただいまから質疑を行います。 

 まず、日程第２３、議案第６８号について、質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第６８号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第２４、発議第８号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、発議第８号についての質疑を打ち切ります。 

 以上で質疑を終わります。 

 お諮りします。日程第２３、議案第６８号の議案については、民生文教常任委員会に、日程第

２４、発議第８号については、総務財政常任委員に審査を付託したいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 ただいまから、しばらく休憩いたします。 

午前10時53分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時23分再開 

○議長 横尾 武志君   

 再開いたします。 

 お諮りします。日程第２３、議案第６８号及び日程第２４、発議第８号の各議案については、
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それぞれの委員会に審査を付託しておりましたので、これを一括して議題とし、それぞれの審査

結果の報告を求めたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 まず、総務財政常任委員長に審査結果の報告を求めます。総務財政委員長。 

……………………………………………………………………………… 

 報告第１７号 

総務財政常任委員会付託議案審査結果報告書 

 一つ、発議第８号新地方公会計制度に基づく財務書類の作成及び公表を求める決議について 

 本委員会は、本日付託を受けた右の議案について、慎重審査した結果、原案を一部修正の上、

可決すべきものと決定いたしました。 

 修 正 

 決議議案本文の下から２行目「早急に」とあるのを削除する。 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

総務財政常任委員会委員長 辻本 一夫 

……………………………………………………………………………… 

○議長 横尾 武志君   

 次に、民生文教常任委員長に審査結果の報告を求めます。民生文教常任委員長。 

……………………………………………………………………………… 

 報告第１８号 

民生文教常任委員会付託議案審査結果報告書 

 一つ、議案第６８号緑ケ丘保育所外部改修工事の請負契約の締結について 

 本委員会は、本日付託を受けた右の議案について、慎重審査した結果、原案を可決すべきもの

と決定いたしました。 

平成２４年１２月１４日 

 芦屋町議会議長 横尾 武志殿 

民生文教常任委員会委員長 小田 武人 

……………………………………………………………………………… 

○議長 横尾 武志君   

 以上で報告は終わりました。 
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 ただいまから、それぞれの審査結果等の報告について質疑を行います。 

 まず、総務財政常任委員長に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、総務財政常任委員長に対する質疑を打ち切ります。 

 次に、民生文教常任委員長に対する質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、民生文教常任委員長に対する質疑を打ち切ります。 

 以上で質疑を終わります。 

 ただいまから討論を行います。 

 日程第２３、議案第６８号及び日程第２４、発議第８号の各議案について、順不同により討論

を許します。妹川議員。 

○議員 ４番 妹川 征男君   

 ４番、妹川です。この新地方公会計制度の作成と公表を求めることについての賛成討論を行い

ます。 

 今、公営企業会計のボート、それから下水道関係を総務財政委員会では、この１年半ちょっと

見てきました。ただ、一般会計については単式簿記方式による現金収支だけのものでありますか

ら、私は、この予算、決算、何回か参加したけども、なかなか非常に見づらくて、そして、その

収支に関する、もちろん減価償却費にしろ、前払費用や未収収益やら、そういうものについては

一切ありませんし、また評価、建物の取得原価、土地の取得原価、そういうものについての減価

償却累計額というものが、公営企業の会計にはよくあります。だから、それで芦屋町の財産が、

競艇にしろ、ボートにしろ、下水道関係の財産状態がよく経年ごとにわかるわけです。ところが、

一般会計では単式簿記ですから、芦屋町の財産がどれぐらいあるのか全くわかりません。 

 そして、このまちの家計簿というものを見ますと、平成２２年度と２３年度とありますけども、

黒字、２億８,０００万円の黒字だということを渡されてますから、芦屋町の町民の皆様方は、

芦屋町は、あの会計は非常に健全なる経営がなされてるんだなというふうに思われがちです。と

ころが、建物もたくさんあります。それの減価償却費の累計額はどれぐらいあるのか。それから、

有価証券があります。長期有価証券の評価損というのが、例えば、今問題になってます過疎債の

問題についても、６億円という有価証券があったとしても、その有価証券評価損なるものが、当

時１億６,０００万円だったとこう言われてますから、そういうものがマイナスになりますから、

支出として、現金の損益計算書には、そういう費用として計上されますので、単純に言えば、
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２億８,６００万円から１億６,０００万円を引けば、黒字は１億円である。ところが、減価償却

費、そういうものを差し引けばマイナスになる可能性は十分にあります。そのことによって、私

たち議会議員も執行部の皆さんも町民の皆様方も、そのような形で、今後の財政運営をどうすべ

きかということをお互いに知り合い、健全なる財務経営活動等ができていくのではなかろうかと

いうふうに思います。 

 そのような形で、今からの作業、大変だと思いますけども、今井議員さんが言われたように、

私たちも健全なる経営を進めていく意味で、そういう表現の悪い言い方かもしれませんけども、

放漫経営的な、そういうものを、財政を防止していく。堅実なる財政運営をしていくためには、

ぜひ一般会計においても公会計制度を早急にというか、ぜひ努力していただきたいと思いますし、

私たち議員の皆さん方も、こういう複式簿記、単式簿記の違い、そういうものについても勉強を

していく必要があるかなと思ってます。どうぞ賛成意見です。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、以上で討論を終わります。 

 ただいまから採決を行います。 

 お諮りします。まず、日程第２３、議案第６８号について、委員長報告のとおり原案を可決す

ることに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、議案第６８号は、原案を可決することに決定いたしました。 

 次に、日程第２４、発議第８号について、委員長報告のとおり、原案を一部修正の上、可決す

ることに賛成の方の挙手をお願いします。 

〔挙 手〕 

○議長 横尾 武志君   

 満場一致であります。よって、発議第８号は、原案を一部修正の上、可決することに決定いた

しました。 

 以上で採決は終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 以上で、本日の議事は全て終了いたしました。 
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 これをもって本日の会議を閉じ、あわせて平成２４年芦屋町議会第４回定例会を閉会いたしま

す。長い期間のご審議、お疲れさまでした。 

午前11時32分閉会 

────────────────────────────── 

 


